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「引き取り（訪問）」と「持ち込み」に対応。

「持ち込み」に対応。

特定窓口とは消火器ユーザーから廃消火器を廃棄物として引き取る窓口です。消火器工業会
が廃消火器の収集・運搬・保管を委託した、広域認定範囲内の事業者窓口です。

指定引取場所とは廃消火器の引き取り窓口です。消火器ユーザーや特定窓口が廃消火器を持
ち込む施設で、消火器工業会が指定した消火器メーカー営業所、廃棄物処理業者等です。
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特定窓口

指定引取場所

全国 5,038 箇所
（公開拠点数）

全国 213箇所

お電話からPCから
03-5829-6773

消火器リサイクル窓口

www.ferpc.jp
（消火器リサイクル推進センター / リサイクル検索窓口）

（受付時間 9:00～17:00 ただし土日祝日、休日および 12:00～13:00 を除く）

全国一律 2,200 円（税抜）で行っています。
※法人の方はご利用できません。 ※一部離島を除きます。（郵送のみのお問い合わせとなります。）

廃消火器は下記の窓口で回収しています。

ゆうパックでの郵送による「回収」も行っています。

お近くの回収窓口は、下記の方法で探すことができます。

「RECYCLE REPORT」は消火器リサイクル推進センターが発行するニュースレターです。廃消火器のリサイクルに関する情報をお届けしています。

Infomation

（受付時間 9:00～17:00 ただし土日祝日、休日および 12:00～13:00 を除く）
電話：03 -5829 -6773　ファックス：03 -5829 -6774〒111-0051 東京都台東区蔵前三丁目 15 番 7 号　蔵前酒井ビル 2 階

（一社）日本消火器工業会 （株）消火器リサイクル推進センター

0120-822-306
ゆうパック専用コールセンター

2016 年 12 月現在

2016 年 12 月現在

ゆうパックによる回収は、電話での事前申し込みが必要です。

RESEARCH

平成28年9月1日の「防災の日」に向けた啓発活動の一環として、一般家庭の消火器保有に関する
アンケート調査を行いました。

家庭の消火器、
４分の１は期限切れ？

自治体・消防関連の方には、PRツールを無料で郵送いたします。

消火器リサイクル推進センターのホームページから、
下記の手順で注文用紙をダウンロードし、必要事項を
ご記入の上、ファックスしてください。

①

②
③

トップページの右上にある「自治体・消防の方」
メニューをクリック。

「注文用紙」をクリック。

「PRツールのお申し込み」タブをクリック。

廃消火器リサイクルPRツールのお申し込み方法
①

②

③PCから

消火器リサイクル窓口

www.ferpc.jp

株式会社消火器リサイクル推進センター
一般社団法人日本消火器工業会
2016 年 12 月

一般家庭における
「消火器の保有実態調査」報告

年次報告
平成27年度消火器リサイクルシステム
廃消火器の回収率は79％
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ご
自
宅
に
あ
る
消
火
器
の
う
ち
、
未

使
用
だ
け
ど
古
く
な
っ
て
使
え
な
い
な

ど
の
不
要
な
消
火
器
を
保
有
し
て
い
る

割
合
は
、約
24
％
だ
っ
た
。（
図
２
参
照
）

　

こ
う
し
た
不
要
な
消
火
器
を
廃
棄
し

て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、「
ど
の
よ

う
に
廃
棄
す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
の
回
答
が
最
多
で
57
・
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
は「
特
に
じ
ゃ

ま
に
な
っ
て
い
な
い
」「
ま
だ
使
え
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
っ
た
退
蔵
期
間
の
長
期
化
に
つ
な
が

り
や
す
い
理
由
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。（
図
３
参
照
）

「
年
次
報
告
」

平
成
27
年
度

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

廃
消
火
器
の
回
収
率
は
、

79
％
で
す
。

一般家庭に設置されている消火器の約４分の１が製造
後10年を経過しており、使用期限切れとみられること
が、初の全国調査で分かりました。

平成28年9月1日の「防災の日」に向けた啓発活動の一環として、一般家庭の消火器保有に関する
アンケート調査を行いました。

一般社団法人日本消火器工業会と消火器リサイクル推進センターは、一戸建てまたは長屋住宅（集合
住宅を除く）に住み、消火器を保有している20～79歳の2,000人を対象に、2016年7月8日～12日に
インターネットによるアンケート調査を実施しました。

家庭の消火器、
４分の１は期限切れ？

　

消
火
器
は
初
期
消
火
に
き
わ
め
て
有

効
で
す
。
東
京
消
防
庁
管
内
の
消
火
器

を
使
用
し
た
初
期
消
火
の
成
功
率
は

75
・
３
％
（
平
成
27
年
中
）
と
い
う
高

い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

長
期
間
放
置
さ
れ
劣
化
し
た
消
火
器
は

作
動
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

破
損
や
破
裂
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
消

火
器
工
業
会
で
は
各
消
火
器
メ
ー
カ
ー

と
と
も
に
ご
家
庭
で
の
消
火
器
の
設
置

と
定
期
点
検
の
実
施
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
消
火
器

を
廃
棄
す
る
際
の
方
法
や
廃
棄
窓
口
が

わ
か
ら
な
い
方
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
消
火
器
工
業
会
な
ら
び
に
各
消

火
器
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
て
、
日
本
各

地
に
５
０
０
０
か
所
以
上
の
消
火
器
回

収
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
話
に
よ
る
回
収
窓
口
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
の
認
知
向
上
を
目
指
し
て
、
引
き
続

き
、
普
及
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

「
廃
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
ム
を
ご
存

知
で
し
た
か
」
の
質

問
で
は
「
知
っ
て
い

た
」
と
の
回
答
は
わ

ず
か
９
・
３
％
で
あ

り
、
「
知
ら
な
か
っ

た
」
が
90
・
７
％
に

上
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
認
知
度
は
低
い

と
言
わ
ざ
る
を
得

え
ま
せ
ん
。
（
表
１

参
照
）

 summary

全国初「一般家庭における消火器の保有実態調査」報告不
要
な
消
火
器
の
処
分
方
法

「
わ
か
ら
な
い
」が
約
58
％

消
火
器
の
点
検
呼
び
か
け

リ
サ
イ
ク
ル
の
周
知
図
る

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

「
知
ら
な
か
っ
た
」が
90
・
７
％

4本に1本は期限切れ
※消火器の使用期限は業務用がおおむね10年、住宅用がおおむね5年です。

表1－リサイクルシステムを知っていたか

 回答数 比率（％）
全体 2,000 100.0
知っていた 186 9.3
知らなかった 1,814 90.7

図4－廃消火器の処理本数および回収率(生産本数比)の推移
H25年度 H26年度 H27年度H24年度H23年度H22年度
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生産本数
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本
数
（
回
収
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消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開

始
よ
り
７
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
生
産
本
数
に
対
す
る
回
収
率

は
年
々
上
昇
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

昨
年
度
を
若
干
下
ま
わ
る
79
・
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
図
４
参
照
）

　

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
年
次
報
告

書
で
は
、
消
火
器
の
生
産
本
数
と
回
収
数
の

ほ
か
、
部
品
ご
と
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
や
委
託

先
へ
の
法
令
順
守
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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製造後10年以内

約74％

製造後
10年超

約15％ 製造後10年超 製造後20年超 製造後30年超

製造後
20年超

約8％

製造後
30年超

期限切れ

約26％

図１－調査で把握できた保有消火器の製造年別内訳

どのように廃棄すればよいか
わからないから

当面置いておける場所があり、
特にじゃまになっていないから

まだ使えるかもしれないので
もったいないから

わざわざ消火器販売店等まで
持っていくのが手間だから

破棄するときに回収・処理料金が
かかると思われるから

近隣に消火器を引き渡せる
消火器販売店等がないから

（n=476）
その他

図3－不要な消火器を廃棄していないのはなぜですか

57.8％
28.4％

22.7％

20.0％

18.7％

16.0％

3.8％

2 ,000人のサンプリングで把握できた
保有消火器の本数は2,700本、このうち
製造後約10年以内（平成2007年製造以
降）のものは74%、製造後10年を超えた
（平成2006年以前に製造された）もの
が約26%、20年を超えたものが約8%、
30年を超えたものが約3%であることが
分かりました。（図１参照）

製造後 10年を超えた消火器の保有率は 26%であることが判明

約3％

ない76％

ある
24％

図2－ご自宅に不要消火器がありますか


